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労
働
基
準
監
督
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

死
亡
災
害
が
増
加
し
て
い
ま
す

　
北
大
阪
署
管
内
の
5
月
20
日
現
在
の
労
働

災
害
に
よ
る
死
亡
者
数
は「
6
人
」で
、前
年

の「
1
人
」を
大
幅
に
上
回
る
ペ
ー
ス
で
増
加

し
て
い
ま
す
。事
故
の
型
別
は
、墜
落
・
転
落

が
2
人
、交
通
事
故
が
2
人
、そ
の
他
が
2
人

で
す
。

　
災
害
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、職
場
に
あ

る
危
険
性
な
ど
を
洗
い
出
し
、日
頃
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
安
全
衛
生
活
動
な
ど
を「
見

え
る
化
」し
、作
業
者
の
安
全
意
識
の
向
上
に

努
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
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血

①
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③
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い
ず
れ
も
午
前
10
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午
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1
時
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4
時
30
分（
③
は
午
後
4
時
ま
で
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③
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東
日
本
大
震
災
義
援
金
の
報
告

　
東
日
本
大
震
災
義
援
金
と
し
て
、受
付
開

始
か
ら
平
成
25
年
6
月
15
日
ま
で
に
皆
さ
ま

か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
、日
本
赤
十
字
社
に

送
金
し
た
義
援
金
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

合
計
は
2
1
8
6
万
712
円
で
し
た
。皆
さ
ま

の
ご
協
力
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

●
自
治
区
お
よ
び
自
治
会
か
ら
1
1
5
6
万

2
0
1
7
円（
南
郷
地
区
：
292
万
3
6
1
2

円
、住
道
地
区
：
255
万
8
4
3
0
円
、四
条
地

区
：
607
万
9
9
7
5
円
）

●
市
内
施
設
に
設
置
の
募
金
箱
な
ど
か
ら

1
0
2
4
万
4
4
8
3
円

●
市
民
ま
つ
り
な
ど
か
ら
5
万
4
2
1
2
円

寄
贈

●
株
式
会
社
双
葉
化
学
商
会
大
東
市
学
校
警

備
労
働
組
合
か
ら
福
祉
事
業
に
と
3
千
円

　

●
大
野
の
滝
本
累
さ
ん
か
ら
障
害
者
の
福
祉

事
業
に
と
3
千
円
　
●
大
東
の
小
天
狗
さ
ん

か
ら
福
祉
事
業
に
と
千
円

善
意
銀
行

●
船
井
電
機
株
式
会
社
か
ら
車
い
す
新
品
1

台
　
●
自じ
き
ょ
う
じ
ゅ
つ

彊
術
体
操
ク
ラ
ブ
か
ら
福
祉
事

業
に
と
3
千
円

社
会
福
祉
基
金

●
西
村
昭
胸
像
建
立
発
起
人
会
か
ら
69
万
5

7
5
5
円
　
●
匿
名
の
人
か
ら
3
千
円

古
堤
街
道
を
往
く
②

「『
勿な

い
り
そ
の
ふ
ち

入
渕
』の
変
遷
〜
古
堤
街
道
成
立
の
前
史
〜
」

第39話

　
京
橋
か
ら
東
へ
寝
屋
川
沿
い
に
中
な
か
ん

茶ち
ゃ
や屋

（
大
阪
市
鶴
見
区
）あ
た
り
ま
で
来
る
と
、

古
堤
街
道
は
一
旦
、中
央
環
状
線
・
下
水

処
理
施
設
に
よ
り
分
断
さ
れ
ま
す
が
、大

東
市
に
入
る
と
諸
福
7
丁
目
か
ら
、再
び

往
時
の
ル
ー
ト
を
歩
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。西
諸
福
墓
地
を
左
手
に
東
へ
進
ん
で

行
く
と
府
道
鴻
池
新
田
停
車
場
線
と
交
差

し
ま
す
が
、そ
こ
か
ら
30
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

北
に
「
勿な
い
り
そ
の
ふ
ち
あ
と

入
渕
址
」の
石
碑
が
立
っ
て
い

ま
す
。

　「
勿
入
渕
」と
は
、か
つ
て
河
内
平
野
に

存
在
し
た
河
内
湖
の
こ
と
を
指
し
、清
少

納
言
の
「
枕
草
子
」に
そ
の
名
が
見
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、平
安
時
代
中
期
頃
に
は
、こ

の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
ま
た
室
町
時
代
に
は
、「
広ひ
ろ
み
い
け

見
池
」と
呼

ば
れ
て
い
た
こ
と
が
「
河か
わ
ち内
水み
ず
は
い走
文も
ん
じ
ょ書
」

に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
、大
和
川
に

よ
る
土
砂
の
堆
積
で
、広
見
池
は
2
つ
の

池
に
分
か
れ
、17
世
紀
末
に
貝か
い
ば
ら原
益え
き
け
ん軒
が

著
し
た
「
南
遊
紀
行
」に
は
、「
内な

い
す
け助
が
淵ふ
ち

は
大
池
な
り
。ふ
か
う
の
池
の
西
南
に
あ

り
」と
、こ
の
2
つ
の
池
が
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。現
在
の
大
東
市
域
に
あ
っ
た
の

が
「
ふ
か
う
の
池
」（
深ふ
こ
の野
池い
け

）で
、そ
の
西

南
の
東
大
阪
市
域
に
あ
っ
た
の
が
「
勿
入

渕
」が
な
ま
っ
た
「
内
助
が
淵
」、す
な
わ

ち
新し
ん
か
い
い
け

開
池
で
し
た
。

　
18
世
紀
初
め
の
大
和
川
付
け
替
え
に
よ

り
、深
野
・
新
開
両
池
が
新
田
と
な
っ
た

た
め
、こ
れ
ま
で
池
や
川
の
変
動
の
影
響

を
受
け
て
い
た
街
道
の
ル
ー
ト
が
確
定
し

ま
す
。こ
れ
以
降
、古
堤
街
道
は
主
要
な
街

道
と
し
て
発
達
し
て
い
き
ま
し
た
。

（
生
涯
学
習
課
）

「勿入渕址」碑（諸福 6
丁目）石碑の南側に新開
池が広がっていました

深野池・新開池の立地図（大東市立歴史民俗資料館「常設展示案内」より）
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新開池
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